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っているヘ古くは吉田式(昭36) があり 5)、現在は秋田谷式(それで、も昭53年報告) 7)が一般に広く利
用されている。報告の装置も、これらと同様混合法による水熱量式である。要するに混合器(缶)に雪
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図 l 積雪用ρ ・W計の測定手順
lb!日
図2 採雪器:内容積300cm'，採雪高 5 cm 
個別抽什器杖(銅)
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して土 (3-4) %は免れない。 これがかつての下降














































1) 給湯器:市販の電動給湯ポット、湯量2 .3L, 680w-30w (保温)切り替えスイッチ，釜底に温調伺温
度計が取り付けてある。
2) 湯温計:市販のステンレス製魔法瓶、内容積300cm'， OoC付近の外気中で温度降下はO.04 0C /rnin以
下。蓋に温度計II(Th用)が固定きれているが、蓋は回転可能。
3) 採雪器:ステンレス製角型、主に内容積300cm'(h = 5crn) を常用するが、従来の内容積100cm'Ch = 3 
crn) で 3 回に分けても良い。図 2 参照。
4) 電子天秤:最大秤量1200g，最小表示O.lg、エー・アンド・デイ社， EK-1200A, AC-100V又は
NiCd, 3 方向風防を併用する。
5) 混合器(缶) :銅製持ち手付き、内容積630cm'( rt = 9crn , h = 10crn , 127. 6g) 。図 3 及び図 1 参照。
6) 混合容器:市販のアイスベールを改造、蓋に温度計III (Tm用)と擾持器(銅製， 15.5g) が取り付け
てあり共に着脱可能。図 3 及び図 1 参照。
7) 送風冷却器:径10crn 7 枚羽根小型送風器、風速 5m/ S ，台付き，冷却効率が上がるよう工夫きれ
ている。吹き出し口に温度計 1 (Ta用)が取り付けてあり、混合缶の冷却(1.5- 2 分)と気温の測定
はここで千子う。
8) 冷却缶:混合缶と全く同じ仕様。常時湿り雪を入れておき、混合容器の内壁の温度が 5 0C 以上の
ときに用いる(目安として気温が10 0C以上の場合)。
9) 制御盤:・上の温度計 I-IIIの指示器、白金抵抗式デジタル指示，最小読み取り O.l OC ，佐藤計量
器製作所EM型 (EM-20R) ，指示:t0.3%F.S。

















ポリビーカの温水を補充する。温度の設定は (60-70) oc の適当な値を選ぶが、湯温が設定値に達して
-これらには水膜状の水分がどうしても残るが、このうち混合缶の内側のものは毎回比較的安定して残る (0.2-






























れる。この操作の各段階で失う熱の合計HL(損失熱量: heat 10ss) は
Wh.Th - (Wc + Wr) 'Tc - (Wh 十 Wc + Wr) 'Tm = HL (1) 
但し、 Wrは定数表から求めた混合缶と撹持器の水当量、 Tcは室温の補整 (Wr ・ Troom) をした水温で




操作中に失う熱量を、推移する温度の各段階から推測すると Th ，Th-Tm , Tm , Tm-Tc , Tcに係わ
るものが考えられる。そこで (1) 式で求めたHLの実験値 (20個)とこれらの値とで相関図をかくと、図
4 に示すように他に比べてTm-Tcとの相闘が圧倒的に高い (r=0.956)。回帰直線を求めると
Y=a十bX : a= -22.698 b=22.619 (2) 




取り扱かえることになる。これをW2 とすると、 HL :Õ;: W2 ・ (Tm-Tc)。従って (1) 式は
Wh.Th-Wh.Tm一 (WC+Wj+W2) ・ (Tm-Tc) ー o (3) 
とおけ、損失熱量を水当量で見積もった熱平衡式が求まる。
このように見積もった試作器の熱量計としての精度は::t0.2%程度になる。またW2の値は22.619
calj"C であるが、 Wjの値0.0919 ・ (127.6+15.5) = 13. 150 calj"C の1. 7倍もあることが分る。一方、代数式





[100-{Wh.Th 十 wj.Ta-(京市十 Ws 十 Wj 十W2).Tm}/Ws.L] % (4) 














かっている水(Wc ， Tc) を先ず混合缶に入れ、次い Y=a 十 bX
で同じく重さと温度の分かっている湯 (Wh ， Th) a=-22.698 
を入れ、捜持して平衡温度 (Tm) を求めれば達成 b= 2.619 
できる。もちろん計算には、混合缶と撹持器の水 r= 0.936 
当量Wj と損失熱量の水当量相当分W2を入れるの (b =W2) 
は当然だが、操作の各段階で残る水膜状の水分の
項も加える必要がある。 (3) 式で"Wj+W2= W とし
た式は (1) 式でHL=O とした場合と同型である。
すなわち本文で述べている意味の損失熱量を含め
400 ていない見慣れた水熱量計の平衡式で、ある。 V.
ではまず常数表から Wj を求め次いで実験から W2 15 
を推定しているが、上述の結果から、 Wj と W2 をw
として込みで推定すれば良いことが判り実験的に、






う。図 5 では測定値から既知含水率を引いた値Ll%で示してある。殆どの点が:t (0.3-0.4)%以内に
納まっているが、 30%付近の 3 点はまとまってプラス側にやや大きく外れている (0.8- -1. 2%) 。以
上の検定は 3 日間に渡って行われた。既知含水率の雪試料を作るには、温度 o OC で含水率 0%の雪試










































移送の形態は、一缶外壁から一一内壁の聞の空気 G 25 
中を伝導する熱量と、一缶内の水(湯)面から発生
する水蒸気が一一内壁に礎結することで伝達する













































25秒， 1 ， 2 ， 3 ，一分で読みとった。大抵は25秒程度で平衡に達したとみなせるので、 0 秒の場合を除いて
X軸の目盛りは平衡温度である。このときの一一内部のポリウレタンと室温の変化の 1 例を図 Z に示
した。一一内部の温度は、約 1 分程度までは殆ど変化していない。すなわち 1 分程度までなら、一一内
壁から一一内部への熱移送は考慮しなくて良いことを示している。 0-25秒の場合の損失熱量を示す
指標L1T25叩を図 6 中に太い実線で示した。損失熱量はほぼ平衡温度に比例して増大している。これは
5. の (3) 式で (Tm-Tc) のうちTcを雪温主Ooc とした場合に相当する。この結果は、含水率測定で一一内
壁の温度が 5 0C程度までで測定を行い、平衡温度を25秒程度で読みとれば5. で、行った実験の精度が保
証されることを示している。












































.'ow .: wr=O.39(O.35-O.4) 
図 9 損失熱量(上昇法，下降法)の特性











.: 18h23m-19h25m .: 08h35m-09h44m 企:12hIOm-13hI9m



















図10は、・ (3/14 18h23m -19h25m) ，・ (3/15 08h35m -09h44m) ，企 (3/15 12h10m -13h19m) 
に自然積雪について行った観測例 (1989年)で、本装置の最初の測定実験である。積雪深は約85cm、
全層ザラメ化しており最下層は粗粒化が進んで、いる。下から 10-15cm付近にやや白っぽい「しまりゆ
き」の名残があって、典型的な山間地の残雪である。全層を 5 cm毎に測定した含水率(w : %)と湿り
密度 (ρw : g/crn')、さらにρw， wの値から計算した乾き密度 (ρd : g/crn')と (ρw一ρd)/ (1 -ρd/ 




混在している。この層の上下で、は昼夜で、Wの値が激しく変化している事。 wの値は表面から 5 -10cm 
でも大きく変化しているが、夜間に一部クラストイじするので、ρdと関連して考える必要がある事。全体
にザラメ化が進んで悔いるので中間層で、はwの値の変化は小さい事など、これまでの観測に比べてより
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